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｢

内
閣
総
理
大
臣
杯
争
奪　

第
64
回　

西
日
本
実
業
柔
道

団
体
対
抗
大
会
」
は
、
５
月
10
日
に
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育

館
（
尼
崎
市
記
念
公
園
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
大
会
の
理
念
で
あ
る
「
頂い
た
だき
は
高
く
、
裾す
そ

野の

は
広
く
」
の
具
現
化
の
一
環
で
、
35
歳
以
上
を
対
象
と

す
る
男
子
シ
ニ
ア
の
部
を
引
き
続
き
実
施
し
た
こ
と
に
合

わ
せ
、
女
子
の
部
に
限
っ
て
は
、
東
西
の
実
業
柔
道
連
盟

の
エ
リ
ア
の
区
分
を
撤
廃
し
、
日
本
全
国
か
ら
の
参
加
を

可
能
と
し
ま
し
た
。
今
大
会
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
低

段
位
の
チ
ー
ム
で
も
団
体
戦
を
共
に
戦
い
、
チ
ー
ム
全
体

で
勝
利
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
年
齢
制
限
無
し
、
３
人
制
、
合
計
段
位
４
段
以

下
（
白
帯
は
０
段
）
の
「
男
子
第
４
部
」
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
の
男
子
第
４
部
が
、
幅

広
い
層
で
存
分
に
競
い
合
い
、

実
力
を
確
認
す
る
機
会
に
な
れ

ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
男
子
第
４
部
新
設
に
伴

い
、
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
常

任
顧
問
（
前
副
理
事
長
）
の
大

橋
武
彦
氏
よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
男
子
第
１
部
、
第
２
部
、
第
３
部
、
第
４

部
、
シ
ニ
ア
の
部
、
女
子
の
部
の
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
、
男

子
58
チ
ー
ム
、
女
子
４
チ
ー
ム
、
合
計
62
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
今
大
会
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
全
６
試

合
場
で
実
施
し
、
開
会
式
、
６
試
合
場
で
の
全
試
合
、
並

び
に
表
彰
式
・
閉
会
式
の
模
様
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
通

じ
て
画
像
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
進
行
状
況

を
連
盟
交
流
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
愛
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て

公
開
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
も
前
大
会
に
続
き
、
チ
ー
ム
と
観
客
に
「
ま
た

出
た
い
、
ま
た
見
た
い
」
の
思
い
出
を
残
す
大
会
の
運
営

を
標
榜
し
、
開
会
式
の
劇
場
化
、
お
よ
び
重
要
場
面
で
手

に
汗
握
る
試
合
攻
防
の
実
現
と
一
本
勝
の
醍
醐
味
を
引
出

す
試
合
方
法
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
者
で
は
、
開
会
式
の

入
場
時
や
国
歌
斉
唱
時
等
に
お
け
る
尼
崎
市
立
大
成
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
を
実
施
し
ま
し
た
。
後
者
は
、

代
表
戦
に
限
っ
て
試
合
時
間
２
分
、
一
本
勝
の
み
に
よ
る

判
定
（
一
本
勝
以
外
は
旗
判
定
）
と
し
ま
し
た
。
結
果
、

代
表
戦
は
５
試
合
行
い
、
勝
負
は
２
試
合
が
一
本
勝
で
決

し
、
３
試
合
は
旗
判
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
連
盟
で
は
実
業
柔
道
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
、
柔
道
の
裾

野
の
そ
の
先
ま
で
視
野
を
広

げ
、
柔
道
競
技
を
支
え
る
柔
道

フ
ァ
ン
の
獲
得
に
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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男子第４部の新カップ

開会式全景

男　
子

第
１
部
は
旭
化
成
が
２
年
連
続
35
回
目
の
優
勝

第
４
部
を
新
設　
裾
野
を
さ
ら
に
広
く

女　
子

Ｊ
Ｒ
九
州
が
3
年
ぶ
り
７
回
目
の
優
勝



　

９
時
30
分
、
田
中
裕
二
大
会
委
員
長
の
開
会
宣
言
と
大

成
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
会
式

が
始
ま
り
ま
し
た
。
続
く
国
歌
斉
唱
は
、
同
中
学
校
吹
奏

楽
部
が
「
君
が
代
」
を
演
奏
。
松
本
秀
作
大
会
会
長
の
開

会
の
挨
拶
、
来
賓
の
紹
介
と
続
き
、
地
元
尼
崎
市
を
代
表

し
て
尼
崎
市
長
の
松
本 
眞
様
と
尼
崎
市
教
育
次
長
の
藤
川

明
美
様
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
頂
戴
し
、
開
会
式
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

試
合
は
６
試

合
場
同
時
に
開

始
さ
れ
ま
し
た

が
、
試
合
開
始

に
先
立
ち
、
開

会
式
の
前
か
ら

演
奏
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
尼
崎

市
立
大
成
中
学

校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
と
指
揮

の
長
谷
川 

浩
先

生
に
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
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松本大会会長挨拶来賓 松本尼崎市長挨拶来賓 尼崎市 藤川教育次長挨拶

開会宣言国歌斉唱

尼崎市立大成中学校吹奏楽部



［旭化成］

［決　勝　戦］

（先鋒） 高橋 　翼 4 段 × 引き分け × 鈴木 太陽 3 段
（次鋒） 岡田 　陸 4 段 × 引き分け × 小川 竜昴 5 段
（中堅） 尾原 琢仁 4 段 × 引き分け × 森田 和志 3 段
（副将） 永瀬 貴規 5 段 × 引き分け × 平見 　陸 3 段
（大将） 海堀 陽弥 3 段 ○ 横四方固 田中 源大 3 段

旭化成 日本製鉄１　－　０

■男子第１部

優　勝 準　優　勝 第　３　位

男子第１部 旭 化 成 日 本 製 鉄 東 レ 滋 賀 Ｊ Ｒ 九 州

男子第２部 日 本 製 鉄 旭 化 成 大 神 工 業 戸 髙 工 業 社

男子第３部 日本エースサポート 報 徳 誠 之 館 日 本 製 鉄 大 分 Ｏ Ｇ Ａ Ｗ Ａ 警 備

男子第４部 至 道 館 大 阪 刑 務 所

男子シニアの部 ひらた整骨院クラブＡ Ａ ｄ ｗ ｅ ｌ ひらた整骨院クラブＢ ダ イ コ ロ

女子の部 Ｊ Ｒ 九 州

第64回  西日本実業柔道団体対抗大会成績一覧表
2026（令和８）年５月10日（日）・ベイコム総合体育館（尼崎市記念公園）
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［日本製鉄］

［準決勝戦　第１試合］

［決　勝　戦］

［準決勝戦　第２試合］

（先鋒） 戸田 将太 3 段 ○ 大 外 刈 市川龍之介 3 段
（次鋒） 石村 健真 3 段 有効優勢 奥村 達郎 5 段
（中堅） 石田 幸伸 3 段 × 引き分け × 鎌田 　樹 3 段
（副将） 山元 隆一 3 段 有効優勢 千野根奨起 3 段
（大将） 小島 アントニー 3 段 × 引き分け × 山本 一真 3 段

（先鋒） 戸田 将太 3 段 × 引き分け × 笹谷　 健 3 段
（次鋒） 石村 健真 3 段 × 引き分け × 石本慎太郎 3 段
（中堅） 石田 幸伸 3 段 × 引き分け × 中西 一生 4 段
（副将） 山元 隆一 3 段 ○ 合 せ 技 鈴木 直登 3 段
（大将） 小島 アントニー 3 段 × 引き分け × 千野根有我 4 段

（先鋒） 長澤 　樹 2 段 内 股 ○ 笹谷　 健 3 段
（次鋒） 村田 大起 2 段 肩 車 ○ 石本慎太郎 3 段
（中堅） 佐藤 周也 2 段 合 せ 技 ○ 中西 一生 4 段
（副将） 小仲遼太郎 初段 肩 固 ○ 鈴木 直登 3 段
（大将） 礒崎 滉太 3 段 合 せ 技 ○ 千野根有我 4 段

日本製鉄 大神工業３　－　０

日本製鉄 旭化成１　－　０

戸髙工業社 旭化成０　－　５

■男子第２部
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［準決勝戦　第１試合］

［優勝、準優勝チームによる対戦成績］

［決　勝　戦］

［準決勝戦　第２試合］

（先鋒） 中西 洋貴 2 段 払 腰 ○ 古居慎二郎 3 段
（中堅） 石原 幹大 2 段 ○ 払 巻 込 藤本 康太 3 段
（大将） 佐藤 翔太 2 段 × 引き分け × 片山 　凪 3 段

（代表） 石原 幹大 2 段 旗 判 定 ◒ 古居慎二郎 3 段

（先鋒） 山﨑 龍門 初段 合 せ 技 ○ 吉田 壮汰 初段
（中堅） 小川 広隆 2 段 ○ 合 せ 技 小原 広海 初段
（大将） 鍬田 圭希 初段 袖釣込腰 ○ 杉岡 千冬 初段

（先鋒） 古居慎二郎 3 段 大 外 刈 ○ 多田隈隆汰 3 段
（中堅） 藤本 康太 3 段 × 引き分け × 木原 悠貴 3 段
（大将） 片山 　凪 3 段 大 内 刈 ○ 田中 航太 3 段

（先鋒） 多田隈隆汰 3 段 ○ 不 戦 勝 奥本将之介 3 段
（中堅） 木原 悠貴 3 段 腕 緘 ○ 小川 裕暉 3 段
（大将） 田中 航太 3 段 技有優勢 小川 晟矢 3 段

日本製鉄大分 報徳誠之館１　－ 1 代

大阪刑務所 至道館１　－　２

報徳誠之館 日本エースサポート０　－　２

日本エースサポート ＯＧＡＷＡ警備２　－　１

■男子第３部

■男子第４部

［日本エースサポート］

［至道館］
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［準決勝戦　第１試合］

［優勝、準優勝チームによる対戦成績］

［決　勝　戦］

［準決勝戦　第２試合］

（先鋒） 阪口 潮徳 3 段 縦四方固 ○ 相原 翔旭 3 段
（中堅） 登里 圭吾 2 段 内 股 ○ 高橋 宏明 7 段
（大将） 倉光 徳史 4 段 合 せ 技 ○ 篠崎 大輔 5 段

（先鋒） 西川みはる 3 段 ○ 袖釣込腰 足立 　光 3 段
（中堅） 大本 真琴 3 段 × 引き分け × 佐藤 晴菜 3 段
（大将） 丸山みかの 2 段 技有優勢 野澤 知莉 3 段

ひらた整骨院クラブＢ Ａｄｗｅｌ０　－　３

ＪＲ九州 日本エースサポート２　－　０

■男子シニアの部

■女子の部

［ひらた整骨院クラブＡ］

［ＪＲ九州］

（先鋒） 金子 博史 4 段 内股すかし ○ 八木 智崇 3 段
（中堅） 横田大二郎 5 段 × 引き分け × 寺田 雅人 3 段
（大将） 田中 寛仁 6 段 × 引き分け × 上薗 義明 6 段

（先鋒） 相原 翔旭 3 段 払 腰 ○ 八木 智崇 3 段
（中堅） 高橋 宏明 7 段 ○ 大 外 刈 寺田 雅人 3 段
（大将） 篠崎 大輔 5 段 × 引き分け × 上薗 義明 6 段

（代表） 高橋 宏明 7 段 合 せ 技 ○ 八木 智崇 3 段

ダイコロ ひらた整骨院クラブＡ０　－　１

Ａｄｗｅｌ ひらた整骨院クラブＡ１　－ 1 代
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男子第１部

男子第２部

女子の部

各 部 勝 ち 上 り 表

Aブロック

Bブロック

決勝戦

旭化成

旭化成

日本製鉄

日本製鉄

チーム名 旭化成 東レ滋賀 ダイコロ 九州電力 勝敗 順位

旭化成 ３-０
○

５-０
○

５-０
○ ３-０ １

東レ滋賀 ０-３
×

５-０
○

３-２
○ ２-１ ２

ダイコロ ０-５
×

０-５
×

０-３
× ０-３ ４

九州電力 ０-５
×

２-３
×

３-０
○ １-２ ３

チーム名 日本製鉄 安川電機 ＪＲ九州 勝敗 順位

日本製鉄 ５-０
○

４-０
○ ３-０ １

安川電機 ０-５
×

０-２
× ０-２ ３

ＪＲ九州 ０-４
×

２-０
○ １-１ ２

日 本 製 鉄 １
氣 樂 道 場 ２
大 阪 ガ ス ３
大 神 工 業 ４

５ 大 阪 刑 務 所
６ 戸 髙 鉱 業 社
７ HSJ柔の結び柔道クラブ
８ 旭 化 成

チーム名 ＪＲ九州 日本エースサポート 加古川刑務所 トヨタ自動車 勝敗 順位

ＪＲ九州 ２-０
○

３-０
○

３-０
○ ３-０ １

日本エースサポート ０-２
×

２-０
○

３-０
○ ２-１ ２

加古川刑務所 ０-３
×

０-２
×

２-１
○ １-２ ３

トヨタ自動車 ０-３
×

０-３
×

１-２
× ０-３ ４

１ ０

５ ２

１ ０

４ １ ０

０

０

５

０ ３

４ ５
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男子第３部

男子第４部

シニアの部

各 部 勝 ち 上 り 表

徳 島 刑 務 所 Ａ １

ク ラ フ テ ィ ア ２

安 川 電 機 Ａ ３

エ イ チ ア イ ４

KOTOKU・JUDO・CLUB B ５

加 古 川 刑 務 所 Ａ ６

日 本 製 鉄 大 分 ７

吉 川 工 業 Ａ ８

協 道 会 ９

報 徳 誠 之 館 10

神 戸 拘 置 所 11

大 神 工 業 Ａ 12

大 阪 刑 務 所 13

東 建 大 Ａ 14

戸 髙 鉱 業 社 15

16 仁 輪 加

17 氣 樂 道 場

18 安 川 電 機 Ｂ

19 吉 川 工 業 Ｂ

20 瀬 田 柔 道 会

21 大 神 工 業 Ｂ

22 日本エースサポート

23 東 建 大 Ｂ

24 日 本 生 命

25 O G A W A 警 備

26 加 古 川 刑 務 所 Ｂ

27 イ カ イ 九 州

28 KOTOKU・JUDO・CLUB A

29 徳 島 刑 務 所 Ｂ

30 兵 庫 県 教 員

31 J R 九 州

日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

チーム名 ダイコロ 大阪刑務所 東建大 至道館 クラレ岡山 勝敗 順位

ダイコロ ２-１
○

２-１
○

１-２
×

１-２
× ２-２ ３

大阪刑務所 １-２
×

３-０
○

１-２
×

２-１
○ ２-２ ２

東建大 １-２
×

０-３
×

０-３
×

１-２
× ０-４ ５

至道館 ２-１
○

２-１
○

３-０
○

３-０
○ ４-０ １

クラレ岡山 ２-１
○

１-２
×

２-１
○

０-３
× ２-２ ４

３

１

１
２

０

３

２

１

１

１

２

２

１

２

０

２

０

２

３

０

１

２

２

０

３

０

１

２

１

２

０ ２

２

１

１

２

０

２

０

１

１

１

２

０

１

２

０

２

１

１

１

代

代

１

０

１

２

０

１

２

１

１代

ひらた整骨院クラブB １
A d w e l ２
瀬 田 柔 道 会 A ３

４ 瀬 田 柔 道 会 Ｂ
５ ダ イ コ ロ
６ ひらた整骨院クラブＡ
７ 東 建 大

ひらた整骨院クラブＡ

３

０ ０
０

１

３

１
１

１ １

３
０

代

代
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【最優秀選手賞】
男子第１部	 ：銅金賞（１名） 海堀　陽弥（旭化成）
女子の部	 ：岡林賞（１名） 西川みはる（JR九州）
男子第２部	 ：米澤賞（１名） 山元　隆一（日本製鉄）
男子第３部	 ：龍村賞（１名） 田中　航太（日本エースサポート）
男子シニアの部	 ：森　賞（１名） 八木　智崇（ひらた整骨院クラブＡ）
男子第４部	 ：（１名） 吉田　壮汰（至道館）

【松本賞】（最優秀新人賞）
男子の部（１名） 平見　　陸（日本製鉄）
女子の部（１名） （該当者なし）

【優秀選手賞】
男子第１部（３名） 髙橋　　翼（旭化成）

森田　和志（日本製鉄）
酒井　晃輝（東レ滋賀）

男子第２部（３名） 戸田　将太（日本製鉄）
石村　健真（日本製鉄）
千野根有我（旭化成）

男子第３部（３名） 多田隈隆汰（日本エースサポート）
古居慎二郎（報徳誠之館）
小川　裕暉（ＯＧＡＷＡ警備）

男子第４部（３名） 杉岡　千冬（至道館）
小川　広隆（大阪刑務所）
菅　　太陽（ダイコロ）

男子シニアの部（３名） 高橋　宏明（Ａｄｗｅｌ）
上薗　義明（ひらた整骨院クラブＡ）
田中　寛仁（ダイコロ）

女子の部（３名） 丸山みかの（JR九州）
大本　真琴（JR九州）
佐藤　晴菜（日本エースサポート）

第64回  西日本実業柔道団体対抗大会個人成績一覧表
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銅金賞受賞
旭化成

海堀陽弥選手

米澤賞受賞
日本製鉄

山元隆一選手

岡林賞受賞
JR九州

西川みはる選手

龍村賞受賞
日本エースサポート

田中航太選手

男子第４部最優秀選手賞受賞
至道館

吉田壮汰選手

森賞受賞
ひらた整骨院クラブＡ

八木智崇選手

松本賞（男子）受賞
日本製鉄

平見　陸選手



☆
当
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.w

estjudo.jp/

　
　

※
本
大
会
の
よ
り
詳
細
な
情
報
は
当
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

‌�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
第
１
回
大
会（
昭
和
35
年
）か
ら
の
成
績
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
第
43
回
大
会（
平
成
15
年
）以
降
は
、
試
合
結
果
の

詳
細
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
事
務
局

　
　

〒
５
７
３

－

１
１
３
２　

大
阪
府
枚
方
市
招
提
田
近
２

－

８

　
　

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社
内

　
　

電　

話　
　

０
７
２（
８
５
０
）０
７
７
３

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

０
７
２（
８
５
０
）０
７
７
２

　
　

ｅ
メ
ー
ル　

jim
@

w
estjudo.jp

　
　

※‌�

電
話
に
即
答
出
来
な
い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
、

出
来
る
だ
け
ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
日　
　

令
和
８
年
７
月
１
日

発　

行　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発
行
人　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟　

理
事
長　

田
中
裕
二

編　

集　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟　

広
報
委
員
会

印　

刷　
　

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

連
盟
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
令
和
８
年
度
総
会
・
理
事
会
・
常
任
理
事
会
合
同
会
議
」
は
令
和
８
年
２
月

６
日（
金
）18
時
か
ら
、
大
阪
市
西
区
「
徐
園
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
１
０
８
名
の
正
会
員
中
、
出
席
28
名
、
委
任
状
提
出
31
名
、
合
計
59

名
に
よ
り
成
立
。
議
長
に
は
松
本
秀
作
会
長
が
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
、
第
２
号

議
案
、
第
３
号
議
案（
左
記
の
通
り
）と
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
　

① 

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

　
　

② 

令
和
７
年
度 

収
支
決
算
報
告

　
　

③ 

令
和
７
年
度 

収
支
決
算
監
査
報
告

　

第
２
号
議
案　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
に
つ
い
て

　
　

① 

令
和
８
年
度 

事
業
計
画
案

　
　

② 

令
和
８
年
度 

予
算
案

　

第
３
号
議
案　

令
和
８
年
度
役
員
一
部
改
選
案
に
つ
い
て

「
令
和
８
年
度　

総
会
・
理
事
会
・

常
任
理
事
会
合
同
会
議
」
の
開
催

あいテレビ
㈱アクセス
旭化成㈱
朝比奈興産㈱
㈱アサヒペン
阿比野建設㈱
㈱イクロスホールディングス
市橋 敬男
樹工房
老人ホーム紹介一歩 代表 家元　歩
岩谷産業㈱
㈱内田組
栄真電業　
㈱愛媛銀行
㈱MJ保険事務所
㈱エル・スエヒロフードサービス
大阪ガス㈱
大塚 征慈郎
大野商店
岡上運輸㈱
㈱オキシテック
㈱柿丸建設
KAMIX㈱
河本興業㈱
関西医療学園専門学校
関西七柔会囲碁の会
㈱関西ブライダル
関西レコードマネジメント㈱
㈱KANSOテクノス
㈱かんでんエンジニアリング
関電サービス㈱
九州電力㈱
九州旅客鉄道㈱

京都医健専門学校
清堀写真製版㈱
近畿通関㈱
近代警備保障㈱
九櫻㈱
㈱グートエッセンキョーエー
㈱熊田洋紙店
㈱クラフティア
㈱クラレ岡山
㈱グランイズム
グリーンホスピタルサプライ㈱
京阪ビルテクノサービス㈱
社会医療法人恵風会高岡病院
㈱ケーエスケー
サラヤ㈱
サン食品
サンディーズ㈱
汐田 新介
㈱昭和
新日本製本
センコー㈱
㈱前進
㈱そごう
ダイコロ㈱
大成エンジニアリング㈱
辰巳 幸二
㈲ティー・エヌ・ピー
東京六大学柔道部関西OB会
東レ㈱
㈱戸髙鉱業社
豊建商事㈱
ナニワ商事㈱
南海辰村建設㈱

南海不動産㈱
日新被服㈱
日鉄興和不動産㈱
日鉄テックスエンジ㈱
日鉄物流㈱
日本生命保険(相)
日本生命保険(相)久保 妙子
㈱日本電化工業所
日本製鉄㈱
初田防災設備㈱
日ノ出紙料㈱
枚方信用金庫
㈱VJグループ
不二熱学サービス㈱
富士フイルムグラフィック
ホクシン建設㈱
㈲升谷商店/佛壇の升谷
㈱丸喜
水間鉄道㈱
㈱ミックコーポレーション
ミネヤ食品工業㈱
㈱ミユキ
明治大学OB
森紙業㈱関西事業所
㈱安川電機
㈱ユアーショップ
吉川工業㈱
淀川食品㈱
㈱ライズ広告社
隆祥産業㈱
ワールドプランニング㈱
和田商事㈱

●
広
告
・
賛
助
の
協
賛
団
体
・
個
人
（
順
不
同
・
敬
称
略
）	

11




